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Abstract: Relationship between sedimentation process and flow fluctuation was examined in excavated
flood-channels. Contribution of low flow rate to annual fine sedimentation was high in excavated
flood-channels. To understand the width of floodplain waterbodies (FWBs) suitable for freshwater mussels,
distributions and microhabitats of mussels within the FWBs were examined. As a result, >10 m width of
FWBs, which was not covered by riparian trees intensively providing organic matters to FWBs, was
necessary for inhabitation of mussels. In addition, we suggested a simple assessment method for floodplain
environments which can be used in river management, and proposed a graph style that expresses present
state and potential of floodplain environments in every 1-km river sections. Moreover, we reviewed features
of flood disturbance in natural and artificial (inter-levee) floodplains to provide future perspectives on
floodplain management applying the flood-channel excavation.

Key words: floodplain pond, natural-levee, excavation of flood-channel, mussel habitat, channel expansion



	【要旨】河道掘削の方法に関連して、高水敷掘削後の土砂堆積プロセスと流量変動特性との関係を検討し、高水敷掘削面における細粒土砂の堆積に対して、継続時間の長い小流量（平水流量の数倍～10倍程度）の寄与が比較的大きい可能性が示唆された。また、たまり内におけるイシガイ類の分布と生息場特性を検討し、イシガイ類の生息には、水域上空が河畔樹木に覆われない水域幅（少なくとも10m以上）が必要であることが分かった。評価手法の適用と改善に関連して、実務を重視した簡易な氾濫原環境評価手法とその表現方法を提示した。さらに...
	キーワード：氾濫原生態系、自然再生、河道掘削、高水敷切下げ、低水路拡幅
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	2．3　洪水攪乱から見た高水敷掘削の意味と課題（全体）
	原生的な氾濫原は、現在のように堤防の間に挟まれた狭い領域ではなく、より広範に及んでいた。それゆえ、原生的氾濫原と現在の河道内氾濫原における洪水攪乱の特性は大きく異なるものと考えられる。この違いを認識することは、河道内氾濫原において氾濫原依存の生物や環境を整備していく上で重要である。そこで、洪水攪乱の重要な項目として、冠水頻度、作用外力、土砂堆積速度に焦点をあて、河道内氾濫原（高水敷掘削地）におけるこれらの特徴を、原生的氾濫原のそれらと比較した。なお、この内容は、総説論文P2)Pとして発表したものを...
	3．研究結果
	3．1　河道掘削の方法と提案（②）
	昨年度の堆積物調査から、平水位相当の掘削区では、下層に掃流砂が観測された（図2）。これは、掘削後の堆積初期段階では、掘削面の高さがまだ低いため、出水時に、掃流力の大きな流れが掘削面に生じ、砂が乗り上げたことを示唆する。本年度対象とした豊水位相当で掘削した5地区では、全体にシルト・粘土といったウォッシュロードが主体であった（図2）。これは、堆積初期段階から、掘削面が高いため、掃流砂が乗り上げるほど強い流れが掘削面に生じず、比較的穏やかな冠水によってウォッシュロードが堆積したことを示唆する。以上の結果...
	ただし、A地区、B地区においてのみ、下層に掃流砂由来の礫混じり砂の層が確認された（図2のA1L）。今回調査した5地区のうちこの2地区のみは、平成14年に記録された計画高水規模の出水を経験している。掃流砂由来の砂層は、この時の堆積物と推定され、ごく短期間に堆積が進んだものと考えられる。それ以外の大部分の堆積層は、比較的均質であった。
	次に、再堆積の進行と河川流量との関係性を検討するため、掘削直後の河道地形を再現した地形モデルに対して、平水流量から計画高水規模までの複数の段階の流量を設定した河床変動計算を実施した。解析結果によれば、高水敷掘削面における土砂の堆積・侵食は、流量の規模が大きいほど顕著であるが、比較的少ない流量であってもわずかながら堆積が進むことが確認された。高水敷掘削面は容易に冠水すること、微高地を形成する土砂の粒径は非常に細かく、中小出水でも浮遊することなどがその原因と考えられた。そこで、1年間における各流量規模...
	イシガイ類の生息数は水深が増大するほど多くなり、堆積有機物量が増えると急激に少なくなった（図4）。また、有機物量は枝インデックスが大きいコドラートで多く、樹木カバーのあるコドラートで有意に多くなる傾向を示した（図5）。
	昨年度成果から、イシガイ類は水深70cmを超える場所ではほとんど生息していないことが分かっている。本年度成果は、水深50cm程度までであれば、より深い場所の方がイシガイ類の生息に適していることを示している。有機物の堆積はイシガイ類に負の影響をもたらした。有機物量は枝のある場所、樹木カバーのある場所で多く、河畔樹木からの落下による枝葉の直接供給が、イシガイ類の水域内分布を制限している可能性が示唆された。
	以上の結果から、イシガイ類の生息可能な水域となる条件の一つとして、河畔樹木が成長し水域上空に張り出してきても、水域が完全に覆われてしまわない幅を確保することが必要であると提言される。河畔樹木が成熟している本調査水域の横断測線上では、両岸から合計約10mの樹木カバーが観測された。これは、樹林化する氾濫原においては、水域幅が10m以上確保されることで、イシガイ類の生息水域として長く機能する可能性を示唆する。
	3．3　洪水攪乱から見た高水敷掘削の意味と課題（全体）
	海外における自然河道の研究事例から、河岸満杯となる状況は、概ね1～2年に1度生起していた。後背湿地への氾濫は、河岸満杯を超えて発生すると仮定すれば、原生的氾濫原における後背湿地の冠水頻度は、河岸満杯の発生頻度よりやや低いと考えられる。一方、国内では、昭和40年代のデータに基づくと、低水路の河岸満杯の発生頻度は、概ね2～3年に1度よりやや高い程度と考えられた。以上から、原生的氾濫原と昭和40年代の河道内氾濫原の冠水頻度に大きな違いはなかったと考えられる。ただし、多くの河川で河床低下が進んだ現在の河...
	原生的氾濫原では、氾濫した流れは広く拡散する。一方、河道内氾濫原では、洪水流は堤外地に集中するため、流量の増加に伴う水深の増大が相対的に大きくなる。また、河道を直線的に改修しているため、河床勾配が急になっている。それゆえ、河道内氾濫原における洪水時の作用外力（例えば、河床面せん断力）は、原生的氾濫原に比べて大きいと考えられる。
	原生的氾濫原における土砂の堆積速度は1～10mm/year程度であり、海外でも国内でも大差はない。しかし、高水敷掘削を行った場所では、5～10cm/year程度の堆積速度が観測され、原生的氾濫原に比べて1オーダー大きい。
	以上の議論を高水敷掘削による河道内氾濫原の再生という観点から整理する（図8）。高水敷の掘削は、河床低下によって拡大した河道内氾濫原の比高を是正し、原生的氾濫原に類似した昭和40年代の冠水頻度、またはそれ以上の冠水頻度の場を創出する操作である。しかし、これらの掘削面では、洪水外力は大きく、土砂の堆積速度も速い。この傾向は、より低く掘削された（中水敷掘削された）場所でより強いことが予想される。このように、高水敷の掘削は、冠水頻度の面では原生的氾濫原と同程度かそれ以上の状態に戻す操作であるが、そこに生...
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